
今年 7 月、日本人１０人目の飛行士として、油井さんが宇宙

に飛び立ちました。驚くような出来事ではありませんが、同じ

天体に魅了された 古
いにしえ

の人々（暦の起源は紀元前１８世紀ごろ

古代バビロニア帝国時代、日本では縄文時代）は、こんな世の

中が来るなどとは想像すらできなかったでしょう。今日
こんにち

私たち

があたりまえのように利用する、暦や時間や地図。天体の謎を

解くこと無くして、人類の発展はありえなかったのです。 

本書は季節ごとの星空の見どころや、星座の探し方・月や太

陽の動き・本格的な天体観測の仕方などが図説とともに紹介さ

れた星空の教科書ともいえる一冊です。 

教科書を片手に、今年の中秋は“一味違う名月”を楽しんで

いただければ幸いです。              （酒井） 
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篠山市立中央図書館通信 Ｎｏ．１２６ ２０１５年 ８月２５日 発行 

 

マークデザイン 加藤昌男 

「植物」 

はすごい! 

今月は、宇宙（そら）に関係する日が多い

ようです。１２日は“宇宙の日”、２０日は

“空の日”。そして今年の中秋の名月は９月

27 日です。 

 遥か昔の時代には神話が語られ、地図や暦

の源となり、多くの人々が魅了された宇宙。

特集では、様々な方面から“そら”に関する

本を集めてみました。 

 秋の夜長、古
いにしえ

と未来を感じながら夜空を

見上げてみてはいかがでしょう。 

 

Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ 
 

『星空の楽しみ方 
星座、月、惑星、流星群がわかる』  

  高橋 典嗣  著     洋泉社       442 ﾀ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  かけがえのない人を突然失ってしまうつらさは、はかりしれ

ません。命の期限が切られてしまうことは、本人にとっても遺

される家族にとっても、別の次元の耐えがたい痛みやつらさが

伴うものです。 

 人はつらく苦しい時ほど、人の温かさ、ぬくもりを敏感に感

じられるようです。そして人の心を刺す、光輝く言葉を放つの

でしょう。 

 長く人の生死に関わってきた臨床医の著者は、この珠玉の言

葉に出会い、医療とは何か、人間とは何かを強く考えさせられ

ました。このことが患者から“看取られたい先生”と信頼をよ

せられる一因になっているのではないでしょうか。 

「寄り添う」ことが最良の薬であり鎮痛薬である、著者が患

者さんとその家族から教えられた医療の本質です。 （小土井） 

 

 

 

 

『兄と弟、あるいは書物と燃える石』  

長野 まゆみ 著    大和書房   Ｆナガ 
 

  人気作家である清
すが

三五
さ ん ご

は、登場人物の名前を周りの実在の

人物から借りることが多く、担当編集者の中沢祐
ゆう

介
すけ

の名前も

当然のごとく使われました。祐介には妻・サラと娘・ユリア

がおり、親の離婚で音信不通だった計一
けいいち

という双子の弟もい

ます。さて兄夫婦が不在のため、計一がユリアの子守をする

のですが・・・。 

 清の小説『火の紙』と、ドラマ化された『火の紙』のスト

ーリーが、現実の話とともに、過去や現在を行きつ戻りつ語

られるため、読んでいるうちに、どこまでが小説でどこから

が現実なのか分からなくなります。 

 最後に真相が語られますが、さんざん翻弄された読者とし

ては、ついその裏を読んでしまいます。それこそが作者の狙

いかもしれませんね。             （杉野） 

『野の花あったか話』 
徳永 進 著   岩波書店  498.4 ト 
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「静かにお願いします･･･」。  

図書館でそう言われたことはありませんか？  

そうです、図書館は静かにしていただきたい場所なのです。  

でも、 “月に一日くらい、図書館が騒がしくったっていいんじゃな

い？” 

 

 

 

『毎月１０日は“篠山だけ図書館の日”にしよう。  

来館者の方々が多少大きな声で話したり、小さなお子さんが声を出し

て絵本を読んだり、久々に出会えた人と世間話をしたり、  

司書が突然、読み聞かせや、大人の方に向けて朗読をしたり･･･。 

楽しくてにぎやかな図書館、そんな一日があってもいいじゃないか』

という企画です。  

でも、“わたしは静かに勉強したい”・“静かに新聞が読みたい” 

そんな方々のために、この日は一日視聴覚ホールを自習室として開放

することにしました。  

 

１０月１０日（土）１０時スタート ぜひおたのしみに！ 

 

 

 

 

 

 

 

スタート 

2015.10.10 (土)  
 

にぎやかで 楽しい いつもとちがう図書館 

おしゃべりＯＫ！大きな声を出して絵本を読んでもＯＫ！ 

 

地 域 

コミニティ 

図書館 

 



「天使が隣で眠る夜」        
１９９４年・フランス ９６分（日本語字幕） 

■監督  ジャック・オディアール 

■出演  ジャン＝ルイ・トランティニャン ほか 

  【 カンヌ映画祭カメラ・ドール受賞作 】 

■日時 9 月 18 日(金)・19 日(土) 

※時間はいずれも 1４:００～１5：４0 

■場所 中央図書館 視聴覚ホール 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

日 月 火 水 木 金 土 
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映画上映会 

 

１９ 
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入場無料 

申し込み不要 

 

 
 

休館日 

映画上映会 

 

 

読書スペース 

開放（中央・市民） 

休館日 

 

読書スペース 
開放（市民） 

休館日 

 

読書スペース 
開放（市民） 

休館日 

 

休館日 

映画上映会 

休館日 

映画上映会 

図書コーナー 
   休館日 

図書コーナー 
   休館日 

図書コーナー 
   休館日 

コンパクトカメラ友の会 写真展示   (  ９／２  ～  ９／１６  ) 

 

 

篠山絵画教室 油絵展示  (  ９／１７  ～  ９／２７  ) 

 

 


